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1ま え が き

最近,食生活の向上に伴いイチヨの需要は年々着実
に伸びてぉり需要は周年化している。

その生産面をみると11月 から4月 までは施設もの,

5月 から 6月 までは露地ものの作型とな ってお り, 7

月から10月 までの5ヵ 月間は生産が少ない。

この端境期に北東北の夏季冷涼な気象条件を活かし

たイチ trの 作季拡大をはかることは経営上極めて有利

な栽培になると考えられる。

このようなことから,露地イチゴの二季穫 り(同一
株から春・秩 )栽培について試験したので,そ の概要
を報告する。

2試 験 方 法

年 2回穫 りをするには春に収穫した株に 2回 日の花

第 1表  試験 I 試験方法

3試 験 結 果

試験 I… …再度開花 し二季穫りできたのはレッドガ

ントレタトの開花始め短 日処理開始区とレ "ド ガ
ント

レタトの収穫始め短日処理開始区だけであ り,ダナー,
宝交早生,幸玉の 3品 種はいずれの区でも開花 しなか
った。

レッドガントレットの開花始め短日処理開始区の二

季目の開花始めは 7月 18日 で,収穫始めは 8月 15日 で

あった。また,収穫始め短日処理開始区の二季 目の開

芽を誘起 させることが必要となるので,花芽形成にお

よぼす日長,温度の影響を検討 した。

試験 1 短日処理開始時期について

試験区は第 1表 のとおりで,供試品種はレッドガン

トレット, ダナー,宝交早生:幸玉の 4品種 を用い ,

日長 8時間の短 日処理を行な った。各区20株の 2区制

で,定植は昭和49年 10月 5日 ,畦幅110“,株FF320“ ,

条間40“の千鳥植えとした。

試験 1 恒温条件 下における短日処理がイチゴの花
成におよぼす影響について

試験区は第 2表のとおりである。供試品種は試験 I

と同じ4品種で 1区 10株単区制とし,定植は昭和49年

10月 5日 に鉢植えとした。

区 日長時間 短 日 処理 期 間 短 日操 作 方 法

1 開花始短日処理開始区

収穫始短日処理開始区

無処理区 (自 然区 )

2

3

8時間

8時 間

自 然

2o日 間 (5月 21日～ 6月 11日 )

20日 間 (6月 110-7月 1日 )

シルバーポリ・ トン

ネル被覆 (16時～ 8時 )

第 2表  試験 Ц 試験方法
区 温 度 条 件 日長時間 短日処理期間 温度・短日操作方法

1 17℃短日区

17℃ 自然 日長区

自 然 区

2

0

昼 夜 17℃ 恒 温

昼 夜 17C恒 温

自 然

8時 間

8時間

自 然

20日 間(5月 228-
6月 11日 )

(第 1季 開花始めから)

グロースキャビネット

内でシ′レ ―ヾボッ被覆

花始めは 8月 16日 で,収穫始めは ,月 7日 であった。
~季
穫 りできた両区の収量を第 1図に示 したが,両

区とも二季 目の花房数,着菅数および収要果数は一季
目より若千少な目の傾向があ った。また,果実の精度,
酸度も二季日は一季目より低目の傾向にあったが大き

な差ではなか った。

試験 1……自然区ではいずれの品種も二季 目の開花

は認められなか ったが,17℃短日区ではレ■ドガント

レゥト,ダ ナー,宝交早生の 3品種が二季穫り■皓 た。
レッドガントレットは17C下 では自然日長でも開花 し
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二季穫 りできた。 これに対 して幸玉は,本試験の処理
日数では短日条件を与えても二季日の開花 lま みられな

かった。

第 3表  レッドガントレクトの収穫果実の
糖度と酸度

第 1図 1株 当りの花房数・着書数・収穫果数

二季獲りできたレッドガントレタト,ダ ナー,宝交
早生の17℃短日区の二季 目の開花始めは,そ れぞれ 8

月12日 , 8月 1'日 , 8月 16日 であり,収穫始めlt 8月

30日 , '月 8日 , 9月 5日 であった。 また, レ"ドガ

ントレゥトの17c自 然 日長区の二季目の開花始めは 8

月18日 で,収穫始めは ,月 5日 であった。
収量をみると,第 2図に示すように二季 目の花房薇,

着薔散および収穫果数とも一季 目より少な目の傾向が

みられた。
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第 2図 1株当りの花房数・着薔徴・収穫果数

生育では,一般に二季穫 りできた区が,で きなかっ
た区より初期生育が抑制されている傾向であった。 ラ
ンナーの発生を第 3図に示したが,各品種とも,17C
短日区が他区より発生始期が遅れる傾向がみられた。
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4  ま  と  め

同一株からの二季穫 りは,二季目の花芽 を形成させ

ることが前提となるが,こ れには一挙目(春 )の開花

期あるいは収穫期に短日処理を行なうことによって可

能であることが知 られた。また二季穫 りは品糧によっ

て難易のあることが知 られた。

今後,二季穫り栽培技術を確立するには品種の選定

と,花 芽誘起の安定化をはかるための短日処理時期・

方法および二季穫リイチゴの品質向上をはかるための

肥培管理等 を検討することが必要である。

ビニーノL/2ヽウスキュウリのクンタン養液栽培に関する研究

第 2報 養液の種類について

菅 野 清 司
(岩手県園芸試験場南部分場 )

1ま え が き

ビニールハウスでの土耕栽培では連作障害防止対策

面で多大の労力経費を要するので,此の点を多少でも

軽減すべく47年から,49年 まで 3カ 年,キ ュウリのモ   第 1,
ミガラクンタン養液栽培を実施した結果,実用化も可

第 1表  試 験 区

能と思われる養液の種類について一応の成果が得られ

たのでその結果を報告する。

2試 験 方 法

2表に示す。
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